
　

初
め
て
有
機
Ｅ
Ｌ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
目
に
し
た
人

は
、
ま
ず
正
面
か
ら
見
て
、
そ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ

ル
な
美
し
さ
に
「
オ
ッ
」
と
驚
き
、
次
に
斜
め
か
ら

横
に
回
り
、
あ
ま
り
の
薄
さ
（
約
二
㎜
）
に
も
う
一

度
「
オ
オ
ッ
！
」
と
驚
く
。
視
界
に
飛
び
込
ん
で
き

｢
｣

た
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
ま
さ
に 
鮮
や
か 
の
一
言
。

有
機
Ｅ
Ｌ
の 
凄 
さ
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
や
液
晶
に
代
わ

す
ご

る
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
革
命
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
電

球
や
蛍
光
灯
と
は
違
っ
た
、
面
そ
の
も
の
が
発
光
す

る
「
面
光
源
」
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い
照
明
の
世

界
を
実
現
さ
せ
、
紙
の
よ
う
に
薄
く
て
く
る
く
る
巻

け
る
「
電
子
ペ
ー
パ
ー
」
を
も
誕
生
さ
せ
る
。

　

有
機
Ｅ
Ｌ
は
、「
究
極
の
美
し
さ
」、「
究
極
の
薄

さ
」、「
究
極
の
軽
さ
」
を
特
徴
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
市
場
に
飛
び
出
し
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
そ

の
姿
を
徐
々
に
現
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。 

山
形
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
バ
レ
ー
構
想

　

山
形
県
に
は
有
機
Ｅ
Ｌ
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て

国
内
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
城
戸
研
究

室
（
山
形
大
学
工
学
部
）
が
存
在
す
る
。
ま
た
世
界

で
初
め
て
有
機
Ｅ
Ｌ
の
量
産
化
に
成
功
し
た
企
業
、

㈱
東
北
パ
イ
オ
ニ
ア
が
あ
り
、
電
機
、
機
械
加
工
業

種
の
有
機
Ｅ
Ｌ
関
連
産
業
も
数
多
く
集
積
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
山
形
県
は
有
機
Ｅ
Ｌ
に
つ
い
て
の

国
内
唯
一
の
集
積
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
有
機
Ｅ
Ｌ

を
核
と
し
た
新
た
な
地
域
産
業
の
創
出
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
構
想
を
掲
げ
、
産
学
官
連
携
に
よ
る

実
用
化
研
究
を
進
め
る
と
共
に
、
そ
の
成
果
を
地
域

企
業
へ
技
術
移
転
す
る
こ
と
で
、
山
形
県
に
有
機
Ｅ

Ｌ
と
い
う
新
し
い
産
業
を
根
付
か
せ
、
未
来
型
有
機

デ
バ
イ
ス
の
特
定
分
野
で
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
研
究
所
で
生
ま
れ
た
技
術
を
地
域
企
業
へ

技
術
移
転
し
、
試
作
品
作
り
な
ど
も
出
来
る
「
も
の

づ
く
り
工
房
」
の
よ
う
な
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
機
能
を

持
ち
つ
つ
、
世
界
初
の
発
光
パ
ネ
ル
供
給
機
能
を
整

備
し
、
地
域
産
業
が
全
国
に
先
駆
け
製
造
販
売
を
行

え
る
よ
う
、
体
制
を
確
立
す
る
。
ま
た
今
後
市
場
が

拡
大
す
る
有
機
Ｅ
Ｌ
製
造
装
置
関
連
産
業
に
つ
い
て

も
、
本
県
の
得
意
と
す
る
電
機
機
械
加
工
分
野
の
技

術
を
生
か
し
、
育
成
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
は
、
山
形
有
機

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
バ
レ
ー
構
想
の
主
軸
と
し
て
平

成
十
五
年
十
一
月
に
設
立
さ
れ
、
米
沢
市
八
幡
原
工

業
団
地
内
へ
設
置
さ
れ
た
。
す
で
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
十
名
を
は
じ
め
、
県
内
外
の
大
企
業
及
び
中
小
企

業
三
十
社
か
ら
研
究
員
が
派
遣
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
最
先
端
技
術
を
共
同
で
開
発
、
商
品
化
ま

で
行
う
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
形
成
す
る
名
実
共
に
最

高
の
研
究
所
と
な
る
。
共
同
研
究
参
加
企
業
を
活
性

化
さ
せ
、
世
界
に
通
用
す
る
大
企
業
、
中
小
企
業
群

を
形
成
さ
せ
、
研
究
所
で
生
ま
れ
た
技
術
を
活
用
し

た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
創
出
さ
せ
る
地
域
主
導
型
の

産
学
官
連
携
事
業
と
し
て
、
三
重
県
の
ク
リ
ス
タ
ル

バ
レ
ー
構
想
以
上
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
は
、
地
域
産
業

活
性
化
へ
の
貢
献
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
（
中
核
的
研
究
拠
点
）

形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
事
業
目
的
、
研
究
内

容
、
到
達
目
標
、
達
成
期
間
を
明
確
化
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
期
間
中
に
外
部
研
究
評
価
を
行
い
、
研
究
テ
ー

マ
の
「
選
択
と
集
中
」
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
設
立
の
理
念
と
し
て
い
る
。

有
機
Ｅ
Ｌ
の
研
究
開
発
テ
ー
マ

（
一
）
製
造
プ
ロ
セ
ス
技
術
開
発

　

第
一
段
階
と
し
て
リ
ニ
ア
型
蒸
着
源
（
真
空
蒸
着

法
の
一
種
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
蒸
着
機
で
有
機
層
を
連

続
的
に
基
板
上
に
成
膜
す
る
手
法
で
、
大
型
基
盤
を
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研
究
室
か
ら

 
【
財
団
法
人 
山
形
県
産
業
技
術
振
興
機
構

　
　
　
　
 
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
】

　
　
　
　
　
　
　
　

所　

長　

城　

戸　

淳　

二

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

産
業
の
拠
点
を
目
指
し
て

ggggggggggggg
             

ggggggggggggg
             

ggggggggggggg

             

ggggggggggggg

             



連
続
生
産
す
る
の
に
適
し
て
い
る
）
及
び
イ
ン
ラ
イ

ン
プ
ロ
セ
ス
（
蒸
着
工
程
を
生
産
ラ
イ
ン
に
組
み
込

ん
だ
シ
ス
テ
ム
）
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
量
産

性
に
優
れ
た
製
造
装
置
を
実
用
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　

第
二
段
階
と
し
て
イ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
セ
ス
に
無
機

薄
膜
成
膜
プ
ロ
セ
ス
を
一
本
化
し
、
有
機
―
無
機
複

合
化
素
子
の
製
造
を
効
率
的
に
行
え
る
装
置
を
開
発

す
る
こ
と
に
よ
り
、
超
高
効
率
な
「
新
型
有
機
Ｅ
Ｌ

素
子
」
の
量
産
製
造
装
置
を
開
発
し
て
い
く
。

（
二
）
有
機
デ
バ
イ
ス
商
品
開
発

　

第
一
段
階
と
し
て
白
色
Ｅ
Ｌ
素
子
の
サ
ン
プ
ル
供

給
が
可
能
な
現
行
型
準
量
産
設
備
を
整
備
し
、
白
色

パ
ネ
ル
の
試
作
供
給
を
行
い
、
応
用
製
品
開
発
の
実

現
が
可
能
な
体
制
を
確
保
す
る
。
応
用
商
品
の
開
発

は
、
各
企
業
と
共
同
研
究
体
制
で
行
う
。

　

第
二
段
階
で
は
イ
ン
ラ
イ
ン
量
産
設
備
に
よ
り
低

コ
ス
ト
化
を
図
っ
た
パ
ネ
ル
を
供
給
、
白
色
パ
ネ
ル

供
給
設
備
を
整
備
し
、
高
効
率
で
低
コ
ス
ト
の
パ
ネ

ル
供
給
体
制
を
確
保
し
、
新
た
な
用
途
開
発
体
制
を

確
立
し
て
い
く
。

（
三
）
有
機
デ
バ
イ
ス
研
究
開
発

　

こ
こ
で
は
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
の
高
効
率
化
、
長
寿

命
化
を
図
る
目
的
で
研
究
開
発
を
行
い
、
白
色
パ
ネ

ル
へ
と
応
用
し
て
い
く
。
次
世
代
の
有
機
デ
バ
イ
ス

開
発
と
し
て
、
太
陽
電
池
、
受
光
デ
バ
イ
ス
、
有
機

メ
モ
リ
の
開
発
や
、
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
応
用
デ
バ

イ
ス
の
開
発
な
ど
を
行
う
。
大
面
積
か
つ
高
ス
ル
ー

プ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
イ
ン
ラ
イ
ン
量
産
プ
ロ
セ
ス

に
適
合
す
る
素
子
構
造
に
よ
り
、
高
効
率
な
有
機
デ

バ
イ
ス
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
素
子
構
造
及
び
材
料

応
用
技
術
の
開
発
を
主
眼
と
す
る
。
新
原
理
や
新
技

術
の
先
進
的
研
究
も
行
っ
て
い
く
。

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス　
　
　

　
　

バ
レ
ー
構
想
が
目
指
す
も
の

　　

有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
は
有
機
Ｅ
Ｌ
パ

ネ
ル
、
未
来
型
有
機
デ
バ
イ
ス
の
特
定
分
野
で
の
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
た
研
究
開

発
を
実
施
す
る
一
方
、
県
内
外
の
企
業
と
共
同
研
究

を
行
い
、
商
品
開
発
の
た
め
の
実
用
化
研
究
に
重
き

を
お
き
、
具
体
的
に
は
次
に
上
げ
る
三
点
を
軸
に
推

進
を
し
て
い
く
。

（
一
）
有
機
パ
ネ
ル
製
造
会
社
の
立
地

　

主
に
地
域
企
業
向
け
に
二
次
加
工
製
品
用
と
し
て

電
飾
用
パ
ネ
ル
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
屋
外
広
告
、
ポ

ス
タ
ー
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
光
源
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
な
ど

の
用
途
に
発
光
パ
ネ
ル
を
生
産
す
る
。

（
二
）
有
機
Ｅ
Ｌ
関
連
製
造
装
置
産
業
の
創
出

　

液
晶
等
と
同
様
、
有
機
Ｅ
Ｌ
に
係
る
製
造
装
置
も

部
品
点
数
が
多
く 
裾 
野
が
広
い
産
業
で
あ
り
、
山
形

す
そ

県
が
得
意
と
す
る
電
機
、
機
械
加
工
技
術
を
生
か
し

た
関
連
装
置
産
業
を
育
成
す
る
。

（
三
）
先
端
的
有
機
デ
バ
イ
ス
産
業
の
創
出

　

有
機
太
陽
電
池
や
有
機
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
等
、
未
来

型
の
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
を
育
成
す
る
。

　

当
研
究
所
は
、
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
バ
レ
ー

構
想
の
中
核
的
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
歩
み

始
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
大
い
に
研
究
成
果
を
発
揮

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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